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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】船の長さ方向の寸法が通常の舵より短くても、

旋回性能や保針性能といった舵が持つべき機能を、通常

の舵と同程度又はそれ以上に持つことが可能な合理化を

図った３翼式舵及び３翼式舵付き船舶を提供する。

【解決手段】船体１０の船尾部１１に取り付けられたプ

ロペラ１２の後方に設置し、舵軸２２を介して駆動手段

２１により駆動される中央翼３０と、中央翼３０の左右

に配置した２つの副翼４０Ａ、４０Ｂと、中央翼３０と

２つの副翼４０Ａ、４０Ｂとをそれぞれ連結する舵連結

構造５０とを備え、片側の副翼４０Ａ、４０Ｂの中央翼

３０に対する面積比が０．２５以上であり、かつ中央翼

３０と２つの副翼４０Ａ、４０Ｂとの合計した舵軸２２

の前方面積と後方面積の前後面積比が２０対８０から４

０対６０の範囲であることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 船 体 の 船 尾 部 に 取 り 付 け ら れ た プ ロ ペ ラ の 後 方 に 設 置 す る ３ 翼 式 舵 で あ っ て 、 舵 軸 を 介

し て 駆 動 手 段 に よ り 駆 動 さ れ る 中 央 翼 と 、 前 記 中 央 翼 の 左 右 に 配 置 し た ２ つ の 副 翼 と 、 前

記 中 央 翼 と ２ つ の 前 記 副 翼 と を そ れ ぞ れ 連 結 す る 舵 連 結 構 造 と を 備 え 、 片 側 の 前 記 副 翼 の

前 記 中 央 翼 に 対 す る 面 積 比 が ０ ． ２ ５ 以 上 で あ り 、 か つ 前 記 中 央 翼 と ２ つ の 前 記 副 翼 と の

合 計 し た 前 記 舵 軸 の 前 方 面 積 と 後 方 面 積 の 前 後 面 積 比 が ２ ０ 対 ８ ０ か ら ４ ０ 対 ６ ０ の 範 囲

で あ る こ と を 特 徴 と す る ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 副 翼 を 前 記 舵 軸 の 前 後 に わ た っ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ３ 翼

式 舵 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 副 翼 の 前 記 舵 軸 よ り も 前 方 の 寸 法 を 後 方 の 寸 法 よ り も 小 さ く 設 定 し た こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 副 翼 の 後 縁 を 前 記 中 央 翼 の 後 縁 よ り も 前 方 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か

ら 請 求 項 ３ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 舵 軸 が ３ ５ 度 回 転 し て も 前 記 副 翼 の 前 縁 が 前 記 プ ロ ペ ラ に 接 触 し な い よ う に 前 記 副

翼 の 前 記 前 縁 を 前 記 中 央 翼 の 前 縁 よ り も 後 退 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項

４ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 副 翼 の 下 端 を 前 記 中 央 翼 の 下 端 と 略 同 一 レ ベ ル に 揃 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

か ら 請 求 項 ５ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ７ 】

　 側 面 視 し た 状 態 で の 前 記 副 翼 又 は 前 記 中 央 翼 の 横 寸 法 に 対 す る 縦 寸 法 の 比 （ ア ス ペ ク ト

比 ） を ３ 以 上 ９ 以 下 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の う ち の １ 項 に 記 載 の

３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 副 翼 の 形 状 を 下 部 が 広 が っ た バ チ 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求

項 ７ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 ９ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 前 記 中 央 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ か ら 請 求 項 ８ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 前 記 副 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ か ら 請 求 項 ９ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 前 記 副 翼 の 断 面 形 状 を 外 側 に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し た

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 前 記 副 翼 の 断 面 形 状 を 内 側 に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し た

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 副 翼 の 前 縁 と 後 縁 を 結 ぶ 首 尾 線 が 前 記 中 央 翼 の 中 心 線 に 対 し 角 度 を 有 し た こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ２ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 舵 連 結 構 造 を 、 前 記 副 翼 の 上 部 、 下 部 、 及 び 中 央 部 に 有 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ か ら 請 求 項 １ ３ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ５ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2016-32952  A   2016.3.10

　 前 記 中 央 部 に 有 し た 前 記 舵 連 結 構 造 の 断 面 形 状 を 前 記 プ ロ ペ ラ の 回 転 流 の 向 き に 凸 型 を

成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 、 又 は 側 面 視 し た 状 態 で の 前 記 連 結 構 造 の 翼 断 面 の 首 尾 線 が 水

平 面 に 対 し 角 度 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 中 央 翼 の 形 状 を リ ア ク シ ョ ン 舵 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項

１ ５ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 副 翼 又 は 前 記 中 央 翼 に バ ル ブ 、 フ ィ ン 、 又 は ダ ク ト を 含 む 舵 付 加 物 を 有 し た こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ６ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ７ の う ち の １ 項 に 記 載 の ３ 翼 式 舵 を 船 尾 部 に 備 え た こ と を 特 徴 と

す る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 船 舶 の 旋 回 や 針 路 安 定 に 用 い る ３ 翼 式 舵 及 び ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 通 常 船 舶 に 用 い ら れ る 舵 １ ０ １ は 、 流 線 型 の 翼 断 面 形 状 を 有 す る

１ 枚 の 翼 で あ り 、 そ の 面 積 は 旋 回 性 能 や 針 路 安 定 性 能 を 満 足 す る よ う に 決 定 さ れ る 。 旋 回

性 能 を 向 上 さ せ る 目 的 で は 、 現 状 の 技 術 で も ベ ッ カ ー 舵 や シ リ ン グ 舵 の よ う な 高 揚 力 舵 が

存 在 す る が 、 高 揚 力 舵 が 効 果 を 発 揮 す る の は 舵 １ ０ １ を 切 っ た （ 舵 角 を 取 っ た ） 時 で あ り

、 高 揚 力 舵 は 、 通 常 舵 よ り 抵 抗 が 大 き く な り 省 エ ネ 面 で は 不 利 で あ る 。 従 っ て 、 直 進 時 に

で き る だ け 舵 を 切 ら ず に 針 路 安 定 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、 舵 面 積 を 大 き く せ ざ る を 得 な

い 。

　 船 の 設 計 に お い て 、 舵 １ ０ １ の 深 さ 方 向 （ 喫 水 方 向 、 上 下 方 向 ） の 寸 法 （ 以 下 、 ス パ ン

と 呼 ぶ ） は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 船 の 喫 水 と プ ロ ペ ラ １ ０ ２ ま わ り の 形 状 に よ っ て 制 限 さ

れ る の で 、 大 き な 面 積 の 舵 １ ０ １ が 必 要 な 場 合 に は 、 船 の 長 さ 方 向 の 寸 法 （ 以 下 、 コ ー ド

長 と 呼 ぶ ） を 大 き く す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 方 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 船 の 全 長 （ 船 の 長 さ ） Ｌ ｏ ａ は 式 １ で 表 さ れ る 各 部 の 長 さ

の 合 計 で 決 ま る た め 、 舵 １ ０ １ の コ ー ド 長 が 長 い と 船 全 体 が 長 く な り 、 入 港 制 限 に 抵 触 し

た り 建 造 コ ス ト が 高 く な っ た り す る 不 具 合 が あ る 。

　 Ｌ ｏ ａ ＝ Ｌ ｒ ａ ＋ Ｌ ｐ ｐ ＋ Ｌ ｂ ｂ ・ ・ ・ （ 式 １ ）

　 こ こ で 、 Ｌ ｒ ａ は 、 舵 １ ０ １ の コ ー ド 長 の う ち 舵 軸 １ ０ ３ よ り 後 ろ の 長 さ で 、 コ ー ド 長

に ほ ぼ 比 例 す る 。 Ｌ ｐ ｐ は 、 舵 軸 １ ０ ３ か ら 喫 水 線 の 前 端 ま で の 長 さ で 、 主 機 の 大 き さ や

貨 物 量 で 決 ま る 。 Ｌ ｂ ｂ は 、 バ ル バ ス バ ウ の 長 さ で 、 航 海 速 度 や 船 の 長 さ ・ 幅 ・ 太 り 具 合

な ど に よ り 決 ま る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 翼 性 能 の 一 般 的 な 特 性 に よ り 、 コ ー ド 長 の 長 い 舵 、 す な わ ち 翼 の ア ス ペ ク ト 比 （

＝ ス パ ン ／ コ ー ド 長 ） が 小 さ い 翼 に は 以 下 の よ う な 欠 点 も あ る 。

　 （ １ ） 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 同 じ 揚 力 を 出 す の に 大 き な 迎 角 （ 船 の 場 合 は 舵 角 ） を

取 ら な け れ ば な ら な い 。

　 （ ２ ） 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 同 じ 揚 力 （ 船 の 場 合 は 舵 力 ） を 出 す の に 抵 抗 が 大 き く

な る 。

　 な お 、 図 ９ （ ａ ） は 迎 角 と 揚 力 係 数 と の 関 係 を 示 す 特 性 図 、 図 ９ （ ｂ ） は 抗 力 係 数 と 揚

力 係 数 と の 関 係 を 示 す 特 性 図 で あ り 、 い ず れ も ア ス ペ ク ト 比 １ ～ ７ の 場 合 を 示 し て い る 。

　 舵 １ ０ １ も 翼 の 一 種 で あ る か ら 、 一 般 に 喫 水 で ス パ ン が 制 限 さ れ て い る 船 舶 に お い て 、

針 路 安 定 性 を 確 保 す る た め に コ ー ド 長 を 伸 ば す と 、 ア ス ペ ク ト 比 が 小 さ く な り 、 同 じ 舵 角
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で の 揚 力 （ 舵 力 ） が 小 さ く な る と と も に 同 じ 揚 力 （ 舵 力 ） を 得 よ う と す る と 抵 抗 が 大 き く

な る 。 こ の た め コ ー ド 長 を 伸 ば し た 舵 は 、 面 積 の 割 に は 旋 回 性 能 が 良 く な い ば か り で な く

、 通 常 航 海 で 用 い ら れ る 当 て 舵 （ あ て か じ ） 程 度 の 小 舵 角 で も 抵 抗 増 加 す な わ ち 馬 力 増 加

に 繋 が り 、 省 エ ネ 上 好 ま し く な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る に は 、 短 い コ ー ド 長 で 舵 面 積 が 稼 げ 、 大 き な 舵 力 （ 揚 力 ） を 発

揮 す る こ と の で き る 舵 が 必 要 に な る 。 こ の た め に は 、 複 数 の 翼 を 組 み 合 わ せ る こ と が 考 え

ら れ る 。 す な わ ち コ ー ド 長 の 短 い 翼 （ ア ス ペ ク ト 比 が 大 き い た め 、 揚 力 が 大 き く 抵 抗 が 小

さ い の で 性 能 が 良 い ） を 複 数 枚 装 備 す る こ と で 必 要 な 舵 面 積 を 稼 ぐ こ と が で き る 。

　 図 １ ２ に ２ 翼 式 舵 の 例 を 示 す が 、 ２ 翼 式 舵 で は 次 の よ う な 欠 点 が あ る 。

（ １ ） 船 体 中 心 線 の 位 置 で ２ つ の 舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ を 一 体 化 し て 回 す 場 合

　 規 則 に よ り 、 舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ は 左 右 に 各 ３ ５ 度 ま で 回 す こ と が で き る よ う に 求 め

ら れ て い る が 、 ２ つ の 舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ を 連 結 し て 、 船 体 中 心 線 の 位 置 で 舵 １ ０ １ Ａ

、 １ ０ １ Ｂ を 一 体 で 回 す 場 合 に は 、 前 方 に 装 備 さ れ て い る プ ロ ペ ラ １ ０ ２ に 、 そ れ ぞ れ の

舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ が 接 触 す る 可 能 性 が あ る 。 プ ロ ペ ラ １ ０ ２ の 位 置 を 前 に ず ら せ ば 解

決 す る が 、 そ れ で は プ ロ ペ ラ １ ０ ２ 周 り の 寸 法 を 拡 大 せ ず に 性 能 の 良 い 舵 を 装 備 す る と い

う 目 的 を 達 す る こ と が で き な い 。

（ ２ ） ２ つ の 舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ を そ れ ぞ れ の 中 心 位 置 で 回 す 場 合

　 上 記 （ １ ） の 不 具 合 は な く な る が 、 操 舵 機 １ ０ ４ を ２ 台 装 備 す る か 、 あ る い は １ 台 の 操

舵 機 １ ０ ４ で ２ つ の 舵 １ ０ １ Ａ 、 １ ０ １ Ｂ を 回 転 さ せ る 機 構 が 必 要 に な る 。 い ず れ の 場 合

に も 舵 柱 １ ０ ５ や 舵 軸 １ ０ ３ は ２ セ ッ ト （ ２ 式 ） 必 要 で 、 図 示 し て い な い が 軸 受 け や 水 密

装 置 も ２ セ ッ ト 必 要 に な り 、 重 量 や コ ス ト が 増 加 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に は 、 主 舵 の 左 右 両 側 に 、 主 舵 と ほ ぼ 平 行 に 補 助 舵 を 備 え 、 こ の

補 助 舵 に よ っ て 舵 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が 開 示 さ れ て い る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。

　 特 許 文 献 ２ に は 、 舵 の 後 縁 付 近 の 両 側 に 、 縦 横 比 の 大 き な 任 意 翼 型 の 補 助 翼 を 舵 面 と 平

行 に 配 置 し 、 補 助 翼 自 身 の 発 生 す る 揚 力 を 利 用 し て 小 舵 角 で 高 揚 力 を 得 る と と も に 、 補 助

翼 の 整 流 作 用 に よ っ て 舵 面 か ら の 流 線 の 剥 離 を 抑 え る こ と が 開 示 さ れ て い る 。

　 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 ３ 翼 式 舵 に つ い て は 、 既 に 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 願 平 ０ １ － ６ ８ ６ ３ 号 （ 実 開 平 ０ ２ － ９ ８ ０ ９ ５ 号 ） の マ イ ク ロ フ ィ ル

ム

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ７ － １ ６ ５ １ ８ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ て い る 補 助 舵 は 、 補 助 舵 を 搭 載 し な い 通 常 舵 の 舵 ト ル ク

と 同 一 の 舵 ト ル ク と す る た め に 、 補 助 舵 を 主 舵 の 回 転 軸 中 心 線 に 設 け て お り 、 更 に 、 主 舵

と 比 較 し て 、 上 端 だ け で な く 下 端 に お い て も 短 い 寸 法 と し て い る 。

　 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ で は 、 主 舵 の 翼 面 積 を Ａ ｃ と し 、 ２ 枚 の 補 助 舵 の 合 計 の 副 翼 面 積

を Ａ ｓ と し た と き 、 主 舵 と 補 助 舵 と の 翼 面 積 比 （ Ａ ｓ ／ Ａ ｃ ） は ０ ． ２ 程 度 に 過 ぎ ず 、 補

助 舵 の 装 備 に よ っ て 主 舵 の コ ー ド 長 を 減 じ て 、 船 の 長 さ を 減 じ 、 又 は 船 の 主 要 部 分 の 長 さ

を 増 加 さ せ る に は 不 十 分 で あ る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で 開 示 さ れ て い る 補 助 翼 は 、 舵 面 か ら の 流 線 の 剥 離 を 抑 え る た め に 、

舵 の 後 縁 付 近 の 両 側 に 配 置 し て い る 。

　 す な わ ち 、 特 許 文 献 ２ で は 、 主 舵 の 舵 軸 よ り も 前 部 の 翼 前 方 面 積 を Ａ ｃ ｆ と し 、 主 舵 の

舵 軸 よ り も 後 部 の 翼 後 方 面 積 を Ａ ｃ ａ と し 、 舵 軸 よ り も 前 部 の ２ 枚 の 補 助 翼 の 合 計 の 副 翼

前 方 面 積 を Ａ ｓ ｆ と し 、 舵 軸 よ り も 後 部 の ２ 枚 の 補 助 翼 の 合 計 の 副 翼 後 方 面 積 を Ａ ｓ ａ と
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し た と き 、 主 舵 と 補 助 舵 と の 翼 前 方 面 積 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ） と 、 主 舵 と 補 助 舵 と の 翼 後 方

面 積 （ Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） と の 比 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ： Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） は １ ７ 対 ８ ３ 程 度 と

な る 。 従 来 型 の 通 常 舵 よ り 長 さ が 短 く 、 通 常 舵 と 同 程 度 の 操 舵 性 能 を 従 来 型 と 同 程 度 の 重

量 、 配 置 、 及 び コ ス ト で 実 現 す る た め に は 、 翼 前 方 面 積 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ） と 翼 後 方 面 積

（ Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） と の バ ラ ン ス が 重 要 で あ り 、 従 来 型 の 通 常 舵 と 同 程 度 の 操 舵 ト ル ク に

抑 え る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 船 の 長 さ 方 向 の 寸 法 が 通 常 の 舵 よ り 短 く て も 、 旋 回 性 能 や 保 針 性 能

と い っ た 舵 が 持 つ べ き 機 能 を 、 通 常 の 舵 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 に 持 つ こ と が 可 能 な 合 理 化

を 図 っ た ３ 翼 式 舵 及 び ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 対 応 し た ３ 翼 式 舵 に お い て は 、 船 体 の 船 尾 部 に 取 り 付 け ら れ た プ ロ ペ ラ

の 後 方 に 設 置 す る ３ 翼 式 舵 で あ っ て 、 舵 軸 を 介 し て 駆 動 手 段 に よ り 駆 動 さ れ る 中 央 翼 と 、

中 央 翼 の 左 右 に 配 置 し た ２ つ の 副 翼 と 、 中 央 翼 と ２ つ の 副 翼 と を そ れ ぞ れ 連 結 す る 舵 連 結

構 造 と を 備 え 、 片 側 の 副 翼 の 中 央 翼 に 対 す る 面 積 比 が ０ ． ２ ５ 以 上 で あ り 、 か つ 中 央 翼 と

２ つ の 副 翼 と の 合 計 し た 舵 軸 の 前 方 面 積 と 後 方 面 積 の 前 後 面 積 比 が ２ ０ 対 ８ ０ か ら ４ ０ 対

６ ０ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 中 央 翼 の コ ー ド

長 を 減 じ て 、 船 の 長 さ を 減 じ 、 又 は 船 の 主 要 部 分 の 長 さ を 確 保 す る こ と が で き る と と も に

、 通 常 舵 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 の 旋 回 性 能 や 保 針 性 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 を 舵 軸 の 前 後 に わ た っ て 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請

求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 副 翼 を 装 備 し て も 過 大 な 操 舵 ト ル ク と な ら な い よ う に す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 の 舵 軸 よ り も 前 方 の 寸 法 を 後 方 の 寸 法 よ り も 小 さ く 設 定

し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 小 舵 角 時 と 大 舵 角 時 の 操 舵 ト

ル ク の バ ラ ン ス を 適 切 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 の 後 縁 を 中 央 翼 の 後 縁 よ り も 前 方 に 配 置 し た こ と を 特 徴

と す る 。 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 副 翼 に よ る 舵 ト ル ク の 増 加 を 防 止 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 舵 軸 が ３ ５ 度 回 転 し て も 副 翼 の 前 縁 が プ ロ ペ ラ に 接 触 し な い

よ う に 副 翼 の 前 縁 を 中 央 翼 の 前 縁 よ り も 後 退 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ５ に 記 載 の

本 発 明 に よ れ ば 、 操 舵 時 に も プ ロ ペ ラ に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 の 下 端 を 中 央 翼 の 下 端 と 略 同 一 レ ベ ル に 揃 え た こ と を 特

徴 と す る 。 請 求 項 ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 旋 回 性 能 や 針 路 安 定 性 能 と い っ た 舵 が 持 つ

べ き 機 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 副 翼 の 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 中 央 翼 の コ ー ド 長 を

減 じ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 側 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 又 は 中 央 翼 の 横 寸 法 に 対 す る 縦 寸 法

の 比 （ ア ス ペ ク ト 比 ） を ３ 以 上 ９ 以 下 と し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明

に よ れ ば 、 抵 抗 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 同 じ 舵 角 で の 揚 力 （ 舵 力 ） を 大 き く で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 の 形 状 を 下 部 が 広 が っ た バ チ 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と

す る 。 請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 流 れ の 遅 い プ ロ ペ ラ 後 流 の 外 側 に お け る 副 翼 に

よ っ て 発 生 す る 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】
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　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 平 面 視 し た 状 態 で の 中 央 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ９ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 よ く 揚 力 を 発 生 さ せ る こ と が

で き る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 は 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 効 率 よ く 揚 力 を 発 生 さ せ る こ と

が で き る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 外 側 に 凸 型 を 成 す キ

ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 大 舵 角

時 に 揚 力 側 と な る 副 翼 が 中 央 翼 の 剥 離 を 防 止 し 揚 力 の 減 少 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 内 側 に 凸 型 を 成 す キ

ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ ペ

ラ の 前 後 に 発 生 す る 縮 流 の 収 縮 率 を 少 な く で き 、 推 進 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 の 前 縁 と 後 縁 を 結 ぶ 首 尾 線 が 前 記 中 央 翼 の 中 心 線 に 対

し 角 度 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 適 切 な 角 度 を つ

け る こ と に よ り 剥 離 の 防 止 や 縮 流 の 収 縮 率 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 舵 連 結 構 造 を 、 副 翼 の 上 部 、 下 部 、 及 び 中 央 部 に 有 し た こ

と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 副 翼 の 中 央 部 に 有 し た 舵 連 結 構 造

に よ っ て プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 回 収 で き る と と も に 、 副 翼 の 上 部 及 び 下 部 に

有 し た 舵 連 結 構 造 に よ っ て 翼 端 板 効 果 で 舵 力 が 増 加 す る と と も に 連 結 強 度 を 確 保 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 中 央 部 に 有 し た 舵 連 結 構 造 の 断 面 形 状 を プ ロ ペ ラ の 回 転 流

の 向 き に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 、 又 は 側 面 視 し た 状 態 で の 連 結 構 造 の 翼 断 面 の

首 尾 線 が 水 平 面 に 対 し 角 度 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ

ば 、 プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 回 収 で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 中 央 翼 の 形 状 を リ ア ク シ ョ ン 舵 型 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と

す る 。 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 回 収 し 、

船 舶 の 推 進 方 向 に 推 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 副 翼 又 は 中 央 翼 に バ ル ブ 、 フ ィ ン 、 又 は ダ ク ト を 含 む 舵 付

加 物 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 省 エ ネ 装 置 と し て

の 舵 付 加 物 を 適 用 す る こ と が で き 、 更 に 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 請 求 項 １ ８ 記 載 に 対 応 し た ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 に お い て は 、 ３ 翼 式 舵 を 船 尾 部 に 備 え た こ

と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 船 の 長 さ を 短 く で き 、 又 は 同 じ 長

さ の 船 で は 主 要 部 分 の 長 さ を 確 保 し 貨 物 積 載 容 量 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 中 央 翼 の コ ー ド 長 を 減 じ る こ と で 、 船 の 長 さ を 減 じ 、 又 は 船 の 主 要 部

分 の 長 さ を 確 保 す る こ と が で き る と と も に 、 通 常 舵 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 の 旋 回 性 能 と 保

針 性 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 副 翼 を 舵 軸 の 前 後 に わ た っ て 配 置 し た 場 合 に は 、 副 翼 を 装 備 し て も 過 大 な 操 舵 ト

ル ク と な ら な い よ う に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 副 翼 の 舵 軸 よ り も 前 方 の 寸 法 を 後 方 の 寸 法 よ り も 小 さ く 設 定 し た 場 合 に は 、 小 舵

角 時 と 大 舵 角 時 の 操 舵 ト ル ク の バ ラ ン ス を 適 切 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 副 翼 の 後 縁 を 中 央 翼 の 後 縁 よ り も 前 方 に 配 置 し た 場 合 に は 、 副 翼 に よ る 舵 ト ル ク

の 増 加 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 舵 軸 が ３ ５ 度 回 転 し て も 副 翼 の 前 縁 が プ ロ ペ ラ に 接 触 し な い よ う に 副 翼 の 前 縁 を

中 央 翼 の 前 縁 よ り も 後 退 さ せ た 場 合 に は 、 操 舵 時 に も プ ロ ペ ラ に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が な

い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 副 翼 の 下 端 を 中 央 翼 の 下 端 と 略 同 一 レ ベ ル に 揃 え た 場 合 に は 、 旋 回 性 能 や 針 路 安

定 性 能 と い っ た 舵 が 持 つ べ き 機 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 副 翼 の 面 積 を 大 き く す る こ と が で

き 、 中 央 翼 の コ ー ド 長 を 減 じ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 側 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 又 は 中 央 翼 の 横 寸 法 に 対 す る 縦 寸 法 の 比 （ ア ス ペ ク ト 比

） を ３ 以 上 ９ 以 下 と し た 場 合 に は 、 抵 抗 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 同 じ 舵 角 で の 揚 力 （ 舵 力

） を 大 き く で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 副 翼 の 形 状 を 下 部 が 広 が っ た バ チ 状 に 形 成 し た 場 合 に は 、 流 れ の 遅 い プ ロ ペ ラ 後

流 の 外 側 に お け る 副 翼 に よ っ て 発 生 す る 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 平 面 視 し た 状 態 で の 中 央 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た 場 合 に は 、 効 率 よ く

揚 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 し た 場 合 に は 、 効 率 よ く 揚

力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 外 側 に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し

た 場 合 に は 、 大 舵 角 時 に 揚 力 側 と な る 副 翼 が 中 央 翼 の 剥 離 を 防 止 し 揚 力 の 減 少 を 防 ぐ こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 の 断 面 形 状 を 内 側 に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し

た 場 合 に は 、 プ ロ ペ ラ の 前 後 に 発 生 す る 縮 流 の 収 縮 率 を 少 な く で き 、 推 進 効 率 を 向 上 さ せ

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 副 翼 の 前 縁 と 後 縁 を 結 ぶ 首 尾 線 が 中 央 翼 の 中 心 線 に 対 し 角 度 を 有 し た 場 合 に は 、

適 切 な 角 度 を つ け る こ と に よ り 剥 離 の 防 止 や 縮 流 の 収 縮 率 の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 舵 連 結 構 造 を 、 副 翼 の 上 部 、 下 部 、 及 び 中 央 部 に 有 し た 場 合 に は 、 中 央 部 に 有 し

た 舵 連 結 構 造 に よ っ て プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 回 収 で き る と と も に 、 上 部 及 び

下 部 に 有 し た 舵 連 結 構 造 に よ っ て 翼 端 板 効 果 で 舵 力 が 増 加 す る と と も に 連 結 強 度 を 確 保 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 中 央 部 に 有 し た 舵 連 結 構 造 の 断 面 形 状 を プ ロ ペ ラ の 回 転 流 の 向 き に 凸 型 を 成 す キ

ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 、 又 は 側 面 視 し た 状 態 で の 連 結 構 造 の 翼 断 面 の 首 尾 線 が 水 平 面 に 対 し

角 度 を 有 し た 場 合 に は 、 プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 回 収 で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 中 央 翼 の 形 状 を リ ア ク シ ョ ン 舵 型 に 形 成 し た 場 合 に は 、 プ ロ ペ ラ の 後 流 の 回 転 エ

ネ ル ギ ー を 回 収 し 、 船 舶 の 推 進 方 向 に 推 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 副 翼 又 は 中 央 翼 に バ ル ブ 、 フ ィ ン 、 又 は ダ ク ト を 含 む 舵 付 加 物 を 有 し た 場 合 に は

、 省 エ ネ 装 置 と し て の 舵 付 加 物 を 適 用 す る こ と が で き 、 更 に 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 船 の 長 さ を 短 く で き 、 又 は 同 じ 長 さ の 船 で は 主 要 部 分 の 長 さ を

確 保 し 貨 物 積 載 容 量 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 要 部 構 成 図

【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 要 部 構 成 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ４ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ５ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ６ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図

【 図 ９ 】 （ ａ ） 迎 角 と 揚 力 係 数 と の 関 係 を 示 す 特 性 図 、 （ ｂ ） 抗 力 係 数 と 揚 力 係 数 と の 関

係 を 示 す 特 性 図

【 図 １ ０ 】 通 常 船 舶 に 用 い ら れ る 舵 を 示 す 説 明 図

【 図 １ １ 】 通 常 船 舶 の 各 部 の 寸 法 を 示 す 説 明 図

【 図 １ ２ 】 ２ 翼 式 舵 の 例 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 要 部 構 成 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は

平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構 成 図 、 図 １ （ ｂ ） は 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 は 、 船 体 １ ０ の 船 尾 部 １ １ に 、 プ ロ

ペ ラ １ ２ を 備 え て い る 。

　 プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 方 に は 、 舵 柱 ２ ０ が 設 け ら れ 、 舵 柱 ２ ０ に は 、 中 央 翼 ３ ０ が 取 り 付 け

ら れ て い る 。 船 舶 に は 操 舵 機 （ 駆 動 手 段 ） ２ １ が 設 け ら れ 、 中 央 翼 ３ ０ は 操 舵 機 ２ １ と 舵

軸 ２ ２ で 連 結 さ れ て い る 。

　 操 舵 機 ２ １ の 駆 動 に よ っ て 舵 軸 ２ ２ が 回 動 し 、 舵 軸 ２ ２ の 回 動 に よ っ て 中 央 翼 ３ ０ は 所

定 角 度 回 動 す る 。 中 央 翼 ３ ０ の 回 動 に よ っ て 船 体 １ ０ は 旋 回 動 作 し 、 進 路 を 変 更 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 中 央 翼 ３ ０ の 左 右 に は 、 ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ を 配 置 し て い る 。 ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ

、 ４ ０ Ｂ は 、 舵 連 結 構 造 ５ ０ に よ っ て 中 央 翼 ３ ０ と 連 結 さ れ て い る 。

　 ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と 中 央 翼 ３ ０ と は 、 舵 連 結 構 造 ５ ０ に よ り 互 い に 固 定 さ れ て

お り 、 中 央 翼 ３ ０ に 装 備 し た 舵 軸 ２ ２ を 介 し て １ 台 の 操 舵 機 ２ １ に よ り 一 体 で 回 動 し 操 舵

す る 。

　 舵 連 結 構 造 ５ ０ は 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 上 部 に 有 す る 上 部 舵 連 結 部 ５ ０ Ａ 、 副 翼 ４ ０

Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 下 部 に 有 す る 下 部 舵 連 結 部 ５ ０ Ｂ 、 及 び 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 部 に 有 す

る 中 央 部 舵 連 結 部 ５ ０ Ｃ か ら な る 。 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 部 に 有 し た 中 央 舵 連 結 構 造
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５ ０ Ｃ に よ っ て プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 回 収 で き る と と も に 、 副 翼 ４ ０ Ａ

、 ４ ０ Ｂ の 上 部 及 び 下 部 に 有 し た 上 部 舵 連 結 構 造 ５ ０ Ａ 、 下 部 舵 連 結 構 造 ５ ０ Ｂ に よ っ て

翼 端 板 効 果 で 舵 力 が 増 加 す る と と も に 連 結 強 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 舵 連 結 構 造 ５ ０ は 、 上 部 舵 連 結 部 ５ ０ Ａ 、 下 部 舵 連 結 部 ５ ０ Ｂ 、 中 央 部 舵 連 結 部

５ ０ Ｃ か ら 成 る ３ 本 で の 構 成 以 外 に 、 １ 本 、 ２ 本 で の 構 成 、 ま た ４ 本 以 上 で の 構 成 等 を 適

宜 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ こ で 中 央 翼 ３ ０ の 面 積 を Ａ ｃ 、 片 側 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 面 積 を Ａ ｓ と す る と 、 片

側 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 翼 ３ ０ に 対 す る 面 積 比 （ Ａ ｓ ／ Ａ ｃ ） は ０ ． ２ ５ 以 上 と す

る 。 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ を 設 け る こ と で 中 央 翼 ３ ０ の コ ー ド 長 を 減 じ 、 船 体 １ ０ の 後 端 の

長 さ を 減 じ 、 船 体 １ ０ の 主 要 部 分 の 長 さ を 増 加 さ せ る た め に は 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中

央 翼 ３ ０ に 対 す る 面 積 比 （ Ａ ｓ ／ Ａ ｃ ） は ０ ． ２ ５ 以 上 必 要 で あ る 。

　 ま た 、 中 央 翼 ３ ０ の コ ー ド 長 さ を Ｌ ｃ 、 片 側 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の コ ー ド 長 さ を Ｌ ｓ

と す る と 、 片 側 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 翼 ３ ０ に 対 す る コ ー ド 長 さ 比 （ Ｌ ｓ ／ Ｌ ｃ ）

は ０ ． ２ ５ 以 上 と す る 。 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ を 設 け る こ と で 中 央 翼 ３ ０ の コ ー ド 長 を 減 じ

、 船 体 １ ０ の 後 端 の 長 さ を 減 じ 、 船 体 １ ０ の 主 要 部 分 の 長 さ を 確 保 す る た め に は 、 副 翼 ４

０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 翼 ３ ０ に 対 す る コ ー ド 長 さ 比 （ Ｌ ｓ ／ Ｌ ｃ ） は ０ ． ２ ５ 以 上 必 要 で あ

る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 中 央 翼 ３ ０ の 舵 軸 よ り も 前 方 の 面 積 を Ａ ｃ ｆ 、 中 央 翼 ３ ０ の 舵 軸 よ り も 後 方 の 面

積 を Ａ ｃ ａ 、 ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 合 計 の 舵 軸 よ り も 前 方 の 面 積 を Ａ ｓ ｆ 、 ２ つ の

副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 合 計 の 舵 軸 よ り も 後 方 の 面 積 を Ａ ｓ ａ と す る と 、 中 央 翼 ３ ０ 及 び ２

つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 合 計 の 前 方 面 積 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ） と 、 中 央 翼 ３ ０ 及 び ２ つ の

副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 合 計 の 後 方 面 積 （ Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） と の 前 後 面 積 比 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ

ｆ ： Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） は 、 ２ ０ 対 ８ ０ か ら ４ ０ 対 ６ ０ の 範 囲 と す る 。

　 従 来 型 の 通 常 舵 よ り 長 さ が 短 く 、 通 常 舵 と 同 程 度 の 操 舵 機 ２ １ で 同 様 の 操 舵 性 能 を 実 現

す る た め に は 、 前 後 面 積 の バ ラ ン ス が 重 要 で あ り 、 前 後 面 積 比 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ： Ａ ｃ ａ

＋ Ａ ｓ ａ ） は 、 ２ ０ 対 ８ ０ か ら ４ ０ 対 ６ ０ の 範 囲 が 適 し て い る 。 更 に は 、 ２ ５ 対 ７ ５ か ら

３ ５ 対 ６ ５ が よ り 適 し て お り 、 ３ ０ 対 ７ ０ 程 度 が 最 適 で あ る 。

　 な お 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 後 面 積 比 （ Ａ ｓ ｆ ： Ａ ｓ ａ ） で は な く 、 中 央 翼 ３ ０ 及 び

２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 合 計 の 前 後 面 積 比 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ： Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） と し

て い る の は 、 舵 軸 ２ ２ の 位 置 を 前 後 方 向 に 変 更 し て も 適 正 な 操 舵 ト ル ク を 保 つ た め で あ る

。

　 ま た 、 後 方 面 積 は 舵 軸 ２ ２ の 軸 心 ２ ２ ａ よ り も 後 部 側 に 位 置 す る 面 積 で あ り 、 前 方 面 積

は 舵 軸 ２ ２ の 軸 心 よ り も 前 部 側 に 位 置 す る 面 積 で あ る 。

　 ま た 、 面 積 は 側 面 視 し た 状 態 で の 投 影 面 積 と す る が 、 表 面 面 積 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 以 上 の よ う に 、 片 側 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 中 央 翼 ３ ０ に 対 す る 面 積 比 （ Ａ ｓ ／ Ａ ｃ ）

を ０ ． ２ ５ 以 上 と し 、 か つ 中 央 翼 ３ ０ と ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と の 合 計 し た 舵 軸 ２ ２

の 前 方 面 積 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ ｓ ｆ ） と 後 方 面 積 （ Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） の 前 後 面 積 比 （ Ａ ｃ ｆ ＋ Ａ

ｓ ｆ ： Ａ ｃ ａ ＋ Ａ ｓ ａ ） が ２ ０ 対 ８ ０ か ら ４ ０ 対 ６ ０ の 範 囲 と し た こ と で 、 中 央 翼 ３ ０ の

コ ー ド 長 Ｌ ｃ を 減 じ て 、 船 の 長 さ を 減 じ 、 又 は 船 の 主 要 部 分 の 長 さ を 増 加 さ せ る こ と が で

き る と と も に 、 通 常 舵 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 の 旋 回 性 能 及 び 保 針 性 能 を 実 現 す る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ は 舵 軸 ２ ２ の 前 後 に わ た っ て 配 置 し て い

る 。 こ の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ を 舵 軸 ２ ２ の 前 後 に わ た っ て 配 置 す る こ と で 、 舵 軸

２ ２ の 位 置 を 変 更 し て も 適 正 な 操 舵 ト ル ク を 保 つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 舵 軸 ２ ２ よ り も 前 方 の 寸 法 Ｌ ｓ ｆ は 、 後 方 の 寸 法 Ｌ ｓ ａ よ り も 小

10

20

30

40

50



(10) JP  2016-32952  A   2016.3.10

さ く 設 定 し て い る 。 こ の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ は 、 前 方 の 寸 法 Ｌ ｓ ｆ を 後 方 の 寸 法

Ｌ ｓ ａ よ り も 小 さ く 設 定 す る こ と で 、 小 舵 角 時 と 大 舵 角 時 の 操 舵 ト ル ク の バ ラ ン ス を 適 切

に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 後 縁 ４ ０ ａ は 、 中 央 翼 ３ ０ の 後 縁 ３ ０ ａ よ り も 前 方 に 配 置 し て い

る 。 こ の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 後 縁 ４ ０ ａ を 、 中 央 翼 ３ ０ の 後 縁 ３ ０ ａ よ り も 前

方 に 配 置 す る こ と で 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ に よ る 舵 ト ル ク の 増 加 を 防 止 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 縁 ４ ０ ｆ は 、 舵 軸 ２ ２ が ３ ５ 度 回 転 し て も 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ

の 前 縁 ４ ０ ｆ が プ ロ ペ ラ １ ２ に 接 触 し な い よ う に 、 中 央 翼 ３ ０ の 前 縁 ３ ０ ｆ よ り も 後 退 さ

せ て い る 。 こ の よ う に 、 舵 軸 ２ ２ が ３ ５ 度 回 転 し て も 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 縁 ４ ０ ｆ が

プ ロ ペ ラ １ ２ に 接 触 し な い よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 縁 ４ ０ ｆ を 中 央 翼 ３ ０ の 前 縁

３ ０ ｆ よ り も 後 退 さ せ る こ と で 操 舵 時 に も プ ロ ペ ラ １ ２ に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が な い 。 ま

た 、 プ ロ ペ ラ １ ２ の 位 置 を 前 に ず ら す こ と を な く し 、 性 能 の 良 い 舵 を 装 備 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 下 端 ４ ０ Ｌ は 、 中 央 翼 ３ ０ の 下 端 ３ ０ Ｌ と 略 同 一 レ ベ ル に 揃 え て

い る 。 こ の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 下 端 ４ ０ Ｌ を 中 央 翼 ３ ０ の 下 端 ３ ０ Ｌ と 略 同 一

レ ベ ル に 揃 え る こ と で 、 旋 回 性 能 や 針 路 安 定 性 能 と い っ た 舵 が 持 つ べ き 機 能 を 低 下 さ せ る

こ と な く 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 中 央 翼 ３ ０ の コ ー ド 長 Ｌ

ｃ を 減 じ る こ と が で き る 。

　 な お 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 上 端 ４ ０ Ｈ に つ い て も 、 中 央 翼 ３ ０ の 上 端 ３ ０ Ｈ と 略 同 一

レ ベ ル に 揃 え る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 中 央 翼 ３ ０ の 断 面 形 状 は 対 称 翼 型 に 形 成 し て い る 。 こ の よ う に 、 中

央 翼 ３ ０ の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 す る こ と で 、 効 率 よ く 揚 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き

る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 平 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 断 面 形 状 は 対 称 翼 型 に 形 成 し て い る 。 こ の よ

う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 断 面 形 状 を 対 称 翼 型 に 形 成 す る こ と で 、 効 率 よ く 揚 力 を 発 生

さ せ る こ と が で き る た め 、 旋 回 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ２ つ の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ に よ っ て プ ロ ペ ラ １ ２ の 前 後 に 発

生 す る 縮 流 の 収 縮 率 を 少 な く す る こ と が で き 、 推 進 効 率 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 図 ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 要 部 構 成 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ）

は 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構 成 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構 成 図 で あ る 。

な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 本 実 施 形 態 は 、 プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流 か ら 外 れ る 流 れ の 遅 い プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流 の 外 側 に

お け る 副 翼 に よ っ て 発 生 す る 力 を 増 大 さ せ 、 ま た 流 れ の 剥 離 を 抑 え る た め に 、 副 翼 ４ ０ Ａ

、 ４ ０ Ｂ の 上 部 及 び 下 部 に お け る 翼 弦 長 を 、 中 央 部 よ り も 伸 ば し た も の で あ る 。

　 図 ２ で は 、 上 部 及 び 下 部 を バ チ 状 と し た 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ を 示 し て い る 。

　 翼 で 発 生 す る 力 は 、 流 速 の ２ 乗 に 比 例 す る の で 、 プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流 に 掛 っ て い る 部 分

ほ ど 大 き な 力 を 出 し 、 逆 に プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流 の 外 側 で は 発 生 す る 力 が 小 さ い 。 そ こ で 、

副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 長 さ 方 向 の 寸 法 （ コ ー ド 長 ） Ｌ ｓ を 流 速 の 遅 い プ ロ ペ ラ １ ２ の 後 流

の 外 側 で 大 き く す る こ と で 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ で 発 生 す る 力 を 増 大 す る こ と が で き る 。

ま た 、 縦 横 比 の 小 さ い 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と す る こ と で 、 流 速 の 小 さ い 範 囲 に 起 き や す い

流 れ の 剥 離 を 抑 え る 効 果 も あ る 。
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　 図 ２ に 示 す よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 上 下 の コ ー ド 長 Ｌ ｓ を 伸 ば す こ と が 有 効 で あ

る 。 な お 、 中 央 翼 ３ ０ 上 部 に は 、 舵 軸 ２ ２ と と も に 旋 回 し な い 舵 柱 ２ ０ が あ る た め 、 上 部

の 特 に 前 部 は 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の コ ー ド 長 Ｌ ｓ を 伸 ば す こ と が で き な い 場 合 も あ る 。 こ

の 場 合 に は 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 下 部 の 前 後 と 上 部 の 後 部 の み 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の コ

ー ド 長 Ｌ ｓ を 伸 ば す こ と で 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ が 発 生 す る 力 を 増 大 す る こ と が で き る 。

　 以 上 の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 形 状 を 、 少 な く と も 下 部 が 広 が っ た バ チ 状 に 形 成

す る こ と で 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ に よ っ て 発 生 す る 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ３ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 半 対 称 翼 を 示 す 要 部 構 成 図 、 図 ３ （ ｂ ） は キ ャ ン バ ー 翼 を 示 す

要 部 構 成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明

を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 断 面 形 状 を 対 称 翼 と し て 示 し た が 、 図 ３ （ ａ

） に 示 す よ う な 外 側 に 凸 型 を 成 す 半 対 称 翼 や 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う な 外 側 に 凸 型 を 成 す キ

ャ ン バ ー 翼 を 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と し て 用 い る こ と が で き る 。

　 大 舵 角 時 に 揚 力 側 と な る 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ が 中 央 翼 ３ ０ の 剥 離 を 防 止 し 揚 力 の 減 少 を

防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 ４ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は 半 対 称 翼 を 示 す 要 部 構 成 図 、 図 ４ （ ｂ ） は キ ャ ン バ ー 翼 を 示 す

要 部 構 成 図 で あ る 。 半 対 称 翼 は キ ャ ン バ ー 翼 の 一 部 と 見 な せ る が 、 特 に コ ー ド が 直 線 を 成

す も の で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省

略 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 中 央 翼 ３ ０ の 直 前 に 装 備 さ れ た プ ロ ペ ラ １ ２ の た め 、 図 １ や 図 ２ に 示 す よ う に 、 流 れ が

プ ロ ペ ラ １ ２ の 軸 心 の 後 方 に 向 か っ て 収 縮 す る い わ ゆ る 縮 流 が 発 生 し て い る 。 こ の 縮 流 の

収 縮 率 を 少 な く す る と 推 進 効 率 が 向 上 す る こ と が 知 ら れ て い る 。

　 従 っ て 、 縮 流 中 で は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う な 内 側 に 凸 型 を 成 す 半 対 称 翼 や 図 ３ （ ｂ ）

に 示 す よ う な 内 側 に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 を 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と し て 用 い る こ と で 、

プ ロ ペ ラ １ ２ の 軸 心 の 後 方 に 発 生 す る 縮 流 の 収 縮 率 を 少 な く で き 、 推 進 効 率 を 向 上 さ せ る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 断 面 形 状 は 、 上 か ら 下 ま で を 一 定

形 状 と す る ほ か 、 途 中 で 流 れ の 状 況 に 応 じ て 形 状 を 変 化 さ せ る こ と で 、 よ り 良 い 性 能 を 得

る こ と が で き る こ と も あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 図 ５ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 平 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略

す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 縁 ４ ０ ｆ と 後 縁 ４ ０ ａ を 結 ぶ 首 尾 線 ４ ０ ｘ を

船 体 中 心 線 に 対 し 角 度 を 持 た せ て い る 。

　 図 ５ （ ａ ） は 、 一 対 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 前 縁 ４ ０ ｆ を 開 い た 構 成 で あ り 、 中 央 翼 ３

０ 周 り の 流 線 に 沿 う 形 態 と な り 、 中 央 翼 ３ ０ と 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ と の 相 互 の 干 渉 が 減 少

し 直 進 中 の 抵 抗 を 抑 え る こ と が で き る 。

　 図 ５ （ ｂ ） は 、 一 対 の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 後 縁 ４ ０ ａ を 開 い た 構 成 で あ り 、 プ ロ ペ ラ

１ ２ の 軸 心 の 後 方 に 発 生 す る 縮 流 の 収 縮 率 を 少 な く で き 、 推 進 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 図 ６ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略

す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 図 ６ （ ａ ） に 示 す 実 施 形 態 は 、 中 央 部 に 有 し た 舵 連 結 構 造 ５ ０ ｃ の 断 面 形 状 を プ ロ ペ ラ

１ ２ の 回 転 流 の 向 き に 凸 型 を 成 す キ ャ ン バ ー 翼 型 に 形 成 し た も の で あ る 。

　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 実 施 形 態 は 、 側 面 視 し た 状 態 で の 中 央 部 に 有 し た 連 結 構 造 ５ ０ ｃ の 翼

断 面 の 首 尾 線 ５ ０ ｘ が 水 平 面 に 対 し 角 度 を 有 し た も の で あ る 。 ま た 、 こ の 角 度 は 副 翼 ４ ０

Ａ 、 ４ ０ Ｂ 側 で 異 な っ て い て 、 そ れ ぞ れ プ ロ ペ ラ 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を 有 効 に 利 用 で き

る 角 度 と な っ て い る 。

　 図 ６ （ ａ ） 又 は 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ ロ ペ ラ 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ ー を

効 率 よ く 回 収 で き る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ７ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略

す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 本 実 施 形 態 は 、 中 央 翼 ３ ０ の 形 状 を リ ア ク シ ョ ン 舵 型 に 形 成 し た も の で あ る 。

　 中 央 翼 ３ ０ の 形 状 を リ ア ク シ ョ ン 舵 型 に 形 成 す る こ と で 、 プ ロ ペ ラ 後 流 の 回 転 エ ネ ル ギ

ー を 回 収 し 、 船 舶 の 推 進 方 向 に 揚 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 ８ は 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 の 側 面 視 し た 状 態 で の 要 部 構

成 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略

す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 本 実 施 形 態 は 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 又 は 中 央 翼 ３ ０ に 舵 付 加 物 ６ ０ を 有 し た も の で あ る

。

　 図 ８ （ ａ ） に 示 す 実 施 形 態 は 、 舵 付 加 物 ６ ０ と し て バ ル ブ ６ １ を 中 央 翼 ３ ０ に 設 け た も

の で あ る 。 バ ル ブ ６ １ は 、 プ ロ ペ ラ １ ２ の 軸 の 後 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 中 央 翼 ３ ０ の 前

縁 ３ ０ ｆ 付 近 に 設 け て い る 。

　 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 実 施 形 態 は 、 舵 付 加 物 ６ ０ と し て フ ィ ン ６ ２ を 中 央 翼 ３ ０ に 設 け た も

の で あ る 。 フ ィ ン ６ ２ は 、 プ ロ ペ ラ １ ２ の 軸 の 後 方 に 配 置 さ れ る よ う に 、 中 央 翼 ３ ０ の 側

面 に 設 け て い る 。

　 こ の よ う に 、 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 又 は 中 央 翼 ３ ０ に バ ル ブ ６ １ 、 フ ィ ン ６ ２ 、 又 は ダ ク

ト （ 図 示 せ ず ） を 含 む 省 エ ネ 装 置 と し て の 舵 付 加 物 ６ ０ を 適 用 す る こ と が で き 、 更 に 効 率

を 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 ９ （ ａ ） は 迎 角 と 揚 力 係 数 と の 関 係 を 示 す 特 性 図 、 図 ９ （ ｂ ） は 抗 力 係 数 と 揚 力 係 数

と の 関 係 を 示 す 特 性 図 で あ り 、 い ず れ も ア ス ペ ク ト 比 １ ～ ７ の 場 合 を 示 し て い る 。

　 既 に 説 明 し た 本 実 施 形 態 に お い て 、 側 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 又 は 中 央 翼

３ ０ の 横 寸 法 に 対 す る 縦 寸 法 の 比 （ ア ス ペ ク ト 比 ） は 、 ３ 以 上 ９ 以 下 と す る こ と が 好 ま し

い 。

　 側 面 視 し た 状 態 で の 副 翼 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 又 は 中 央 翼 ３ ０ の 横 寸 法 に 対 す る 縦 寸 法 の 比 （

ア ス ペ ク ト 比 ） を 、 ３ 以 上 ９ 以 下 と す る こ と で 、 抵 抗 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 同 じ 舵 角 で

の 揚 力 （ 舵 力 ） を 大 き く で き る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ る ３ 翼 式 舵 付 き 船 舶 に お い て は 、 船 の 長 さ を 短 く で き 、 又

は 同 じ 長 さ の 船 で は 主 要 部 分 の 長 さ を 確 保 し 貨 物 積 載 容 量 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ８ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 中 央 翼 の コ ー ド 長 を 減 じ て 、 船 の 長 さ を 減 じ 、 又 は 船 の 主 要 部 分 の 長

さ を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 通 常 舵 と 同 程 度 又 は そ れ 以 上 の 旋 回 性 能 及 び 保 針

性 能 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 大 型 か ら 小 型 ま で の 船 舶 一 般 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 １ ０ 　 船 体

　 ２ １ 　 操 舵 機 （ 駆 動 手 段 ）

　 ２ ２ 　 舵 軸

　 ３ ０ 　 中 央 翼

　 ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 　 副 翼

　 ５ ０ Ａ 　 上 部 舵 連 結 部

　 ５ ０ Ｂ 　 下 部 舵 連 結 部

　 ５ ０ Ｃ 中 央 部 舵 連 結 部

　 １ １ 　 船 尾 部

　 １ ２ 　 プ ロ ペ ラ

　 ３ ０ Ｌ 　 下 端

　 ４ ０ Ｌ 　 下 端

　 ３ ０ ａ 　 後 縁

　 ４ ０ ａ 　 後 縁

　 ３ ０ ｆ 　 前 縁

　 ４ ０ ｆ 　 前 縁

　 ４ ０ ｘ 　 首 尾 線

10

20



(14) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 １ 】



(15) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ２ 】



(16) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ３ 】



(17) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ４ 】



(18) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ５ 】



(19) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ６ 】



(20) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ７ 】



(21) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ８ 】



(22) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 ９ 】



(23) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】



(24) JP  2016-32952  A   2016.3.10

【 図 １ ２ 】



(25) JP  2016-32952  A   2016.3.10

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　岸本　雅裕

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　久米　健一

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　竹子　春弥

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　川島　英幹

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　深澤　良平

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　一ノ瀬　康雄

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　坂本　信晶

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　大場　弘樹

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　金子　杏実

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

